
    いつか誰かのために ⑦ 
 
       夫とふたりで症状に合わせて 100均グッズなどで 
         工夫するのが楽しみでした。    
      
                          早田香代子（豊中市・遺族） 
 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 

「プチアイデアグッズ」 
～～ 1 人で過ごしていたころの工夫 ～～ 

 夫が ALS を発症した後は、息子に夫が経営していた店を任せましたが、私も
当時は店に出ていましたので、日中は夫が 1人で自宅にいました。訪問看護師さ
んが来るまで、あるいは帰られた後、1人で過ごしていたころの小さな工夫を紹
介します。 
         
① お昼ご飯（お弁当） 

 家族全員、お弁当を持参して職場へ行っていたので、夫の分も同じように作
っていましたが、1人で食べられるよう少し工夫をしました。 

お弁当箱・・・ 通常の弁当箱やお皿にラップをした状態ではフタの開け閉めな
どができないので、コンビニで買った幕の内弁当箱を洗って再利

用していました。リボンなどで輪っかを作って、フタにテープで

留め、ふわりとフタをして、指を入れれば外せるようにしました。 
 
お か ず・・・すべて一口大に切り、会報 88号、95号で紹介した自作のフォー

クやスプーンを使えるようにしました。ホウレンソウなどは、切ら

ずに結んで、フォークを刺したり引っ掛けたりして食べられるよう

にしました。ご飯は一口大に丸め、ふりかけなどで味付けし、おか

ずが上手に食べられないときに、最低でもご飯だけは食べられるよ

うにしていました。飲み物はアイデアグッズ（会報誌№88、95 号
で紹介）の「倒れない・飲みやすい水飲み」を使っていました。 

 



       
 
 
 

 

     
  リボンで輪っかを作り、フタにテープで留める 

  お弁当箱の右は、木製の筒に差し込んで持ちやすくしたスプーン、フォーク 

   

 
    ふわりとフタをする  →   輪っかに指を入れて、フタをはずす 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ホウレンソウは切らずに結んでおく → 結び目をフォークで引っかける 

 

 
 

 実際に使っていたころの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 実際に使っていたころの様子 



② テレビのリモコン 
 手元に引き寄せやすいように、リボンで輪っかを作り、取りつけました。チ

ャンネルのボタンは小さなボタンなどを貼りつけ、押しやすいようにしていま

した。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
③ パソコンのマウス 
 夫はテレビよりもパソコンでネット・ニュースを見たりしていることが多

く、キーボード操作は負担が大きいため、マ

ウスを利用していました。 
 だんだん手に力が入りにくくなり、操作し

にくくなってきたため、マウスに小さなマグ

ネットを両面テープで張りつけて高さを作り、

押しやすくしていました。 

              
 
 
              
 

リモコンの端に、輪っかを取りつ

けて、引き寄せやすいように 

チャンネルボタンの上に電源・番

号を書いた小さなボタンをはり

つける 


